
Ｖ°し

町の人口
（46年8月禾現在）

3　4900　891　644　122　11

口
男
女

人
＼
ｌ
ノ

11
9
7

．
（

■Ｎｏ．277　■

毎月一匡舎家庭に翫布

納税のお知らせ

町県民税第3期・国民健康保険税第3期分

の納期は11月1日となっております。
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九月七日から三日間にわたり、産業建設委員会、総務財
政委員会文教厚生委員会の各常任委員会で、工場団地企業

誘致及び改艮住宅等の諸問題について、熱のこもった審議

が、行なわれました。

各常任委員会の審讃隷陪果は次のとおりです。

て
は
早
急
に
実
現
出
来
る
棟
努
力
す
る

事
を
申
し
入
れ
、
本
件
を
了
承
し
ま
し

た
。

二
、
猪
熊
地
区
排
水
側
溝
新

設
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
、
地
元
区
長
よ
り
繰

出
さ
れ
た
聾
の
件
に
対
し
て
、
本

委
員
会
で
は
、
現
地
視
察
を
行
な

い
、
今
後
の
対
策
を
検
討
す
る
事
に
決

走
し
ま
し
た
。

三
、
堀
川
パ
イ
プ
送
水
に
つ

い
て

本
件
に
つ
い
て
は
、
地
元
吉
田
地
区

の
代
表
者
と
、
城
川
水
利
組
合
及
び
三

菱
化
成
工
業
株
式
会
社
と
の
間
に
、
工

事
の
施
行
方
法
、
補
償
問
題
等
協
議
が

続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
八
月
二
五
日
に

協
定
が
成
立
。
着
工
の
運
び
と
な
り
、

十
一
月
末
日
ま
で
に
完
工
す
る
と
言
う

執
行
部
の
報
告
を
了
承
し
ま
し
た
。

▽
産
業
建
設
委
員
会

「
伊
佐
座
・
二
塚
綽
舗
装

工
事
に
つ
い
て

本
工
事
を
開
発
就
労
事
業
に
よ
り
実

施
す
る
よ
う
、
県
へ
申
し
入
れ
た
結
果

Ｆ
一
応
労
働
省
の
内
諾
は
得
て
い
る
の

で
九
月
二
〇
日
ま
で
設
計
亨
を
授
出
せ

よ
』
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
こ
の
町

当
局
の
報
告
に
対
し
、
本
蚕
展
会
と
し
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四
、
曲
川
改

修
工
事
（
鉱

害
復
旧
）

に
つ
い
て

曲
川
改
修
工

事
に
つ
い
て
町

執
行
部
よ
り
現

在
ま
で
の
経
過

報
告
が
さ
れ
ま

し
た
が
、
曲
川
バ
イ
パ
ス
を
含
め
た
年

次
計
画
等
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
更
に
錮
査
す
る
様
要
望
し
ま

し
た
。

五
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て

吉
田
片
山
地
区
な
ど
日
炭
閉
山
に
よ

り
、
荒
廃
が
著
し
い
の
で
、
一
日
も
早

く
優
秀
な
企
業
を
誘
致
し
て
、
町
の
発

展
を
期
す
る
為
、
町
執
行
部
は
前
向
き

の
姿
勢
で
努
力
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

六
、
中
小
企
業
融
資
に
つ
い
て

水
巻
町
中
小
企
業
融
資
制
度
要
綱
案

に
つ
い
て
、
執
行
部
よ
り
意
見
を
求
め

ら
れ
た
が
、
資
金
に
関
す
る
用
途
違
反

に
対
す
る
措
置
等
を
更
に
明
確
に
す
る

様
に
要
望
し
、
こ
の
寅
を
了
承
し
た
。

▽
総
務
財
政
委
員
会

一
、
四
十
六
年
度
主
要
事
業

計
画
に
つ
い
て

九
月
八
日
、
町
執
行
部
よ
り
交
通
通

信
体
系
の
整
備
教
育
文
化
施
設
の
盤
傭

及
び
生
活
環
境
施
設
の
整
備
に
関
す
る

昭
和
四
十
六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
事
に
対
し
、
本
委
貞

会
で
は
事
業
内
容
及
び
葺
等
に
つ

い
て
慎
重
に
論
議
し
た
。

ｌ
「
消
防
行
政
に
つ
い
て

遠
賀
郡
消
防
組
合
の
建
設
に
関
す
る

計
画
及
び
、
緊
急
自
動
車
の
一
般
住
民

使
用
等
、
消
防
行
政
問
題
に
つ
い
て
、

町
当
局
と
の
間
で
熟
の
こ
も
っ
た
論
議

を
か
わ
し
た
。

▽

文

教

厚

生

委

員

会

一
、
改
良
住
宅
に
つ
い
て

改
艮
住
宅
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
現

在
ま
で
の
進
歩
状
況
及
び
、
概
算
工
事

費
等
の
説
明
を
受
け
た
が
、
す
で
に
完

成
さ
れ
て
い
る
吉
田
改
良
住
宅
な
ど
住

民
か
ら
苦
情
が
多
い
の
で
、
早
急
に
補

修
を
し
て
、
今
後
こ
の
様
な
事
の
な
い

よ
う
強
く
申
し
入
れ
を
し
た
。

ｌ
、
保
健
衛
生
に
つ
い
て

去
る
七
月
十
七
、
十
八
日
及
び
八
月

二
十
四
、
二
十
五
日
の
二
回
に
わ
た
り

実
施
さ
れ
た
野
犬
狩
り
に
つ
い
て
、
そ
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四

六

年

度

主

要

事

業

工

事

契

約

議

案

可

決

本
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
水
予
定
工
専
喪
が
一
千
万
円
以
上
の
も
の

巻
町
の
主
要
事
業
の
大
部
分
が
、
七
月
に
つ
い
て
は
、
町
条
例
に
よ
っ
て
、
議

定
例
議
会
及
び
八
月
五
日
の
臨
時
議
会
会
の
議
決
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
今

に
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
議
案
と
し
回
投
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
す
。

町
が
、
工
事
緒
負
契
約
を
す
る
場
合

の
成
果
の
報
告
を
う
け

た
。

成
果
は
次
の
と
お
り
。

南
部
地
区

犬
七
十
二
匹
、
準
一

十
一
匹

鳳
　
北
部
地
区

犬
二
十
一
匹
、
狩
一
匹

会

二
、
私
立
幼
稚
園
父
兄
負
担
に

対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

中
間
市
逮
賀
郡
私
立
幼
稚
園
連
盟
か

ら
補
助
金
の
増
額
要
請
の
陳
情
啓
が
出

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
園
児
一
人
当
り

千
円
の
補
助
を
、
本
年
度
は
千
二
百
円

に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
閉
山
問
題
対
策
特
別

委
員
会

七
月
二
十
九
日
、
八
月
二
日
、
十
一

日
、
十
七
日
、
三
十
一
日
に
開
催

一
、
鉱
害
対
策
に
つ
い
て

七
月
の
定
例
議
会
で
本
町
の
鉱
害
復

旧
を
促
進
す
る
た
め
町
に
鉱
害
課
を
設

置
す
る
よ
う
町
長
に
対
す
る
意
見
書
を

議
決
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
執

行
部
の
考
え
方
を
正
し
、
大
正
鉱
区
の

無
資
力
鉱
害
の
分
か
ら
で
も
出
来
る
だ

け
早
く
町
に
移
管
し
、
町
の
手
で
鉱
害

復
旧
を
実
施
す
る
よ
う
、
町
に
強
く
要

請
し
た
。

二
、
炭
鉱
離
職
者
職
業
訓
練

の
促
進
に
つ
い
て

日
炭
離
職
者
の
中
で
特
に
中
高
年
令

者
の
再
就
職
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
中

歯
年
令
者
の
職
業
訓
練
を
促
進
す
る
よ

う
労
働
省
、
福
岡
県
に
強
く
働
き
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
日
本
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
工

業
の
鉱
害
に
つ
い
て

日
本
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
工
業
の
地
下
採

閉
山
問
題
対
策
特
別
委
員
会

精
力
的
に
陳
情
活
動

閉
山
問
題
対
策
特
別
委
員

会
は
、
委
員
会
審
議
の
中
で

関
係
上
部
機
関
に
対
し
陳
情

要
望
事
項
を
ま
と
め
、
次
の

と
お
り
陳
情
を
行
な
い
ま
し

た
。

▼
八
月
二
十
三
日

浦
田
副
議
長
、
川
添
委
員

長
外
五
名
が
門
司
鉄
道
管
理

局
を
訪
ね
、
筑
豊
本
線
鹿
児

「
写
真
は
鹿
児
島
本
線

ガ
ー
ド
下
の
県
道
の
陥

没
風
景
」

塊
に
つ
い
て
、
町
民
の
間
に
大
き
な
不

安
が
あ
る
の
で
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
執
行
部
の
説
明
を
求
め
協
議
し
た
。

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
採
掘
は
採
石
法
の
適

用
を
受
け
て
日
炭
社
有
地
列
は
採
掘
し

な
い
計
画
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
上
の

町
県
道
、
一
般
民
家
に
も
影
響
を
与
え

る
恐
れ
が
充
分
考
え
ら
れ
る
の
で
、
福

岡
通
産
局
等
に
対
し
、
現
地
諏
萱
を
要

求
し
、
地
上
物
件
に
対
す
る
公
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
指
導
監
督
を
強
め

ら
れ
る
よ
う
陳
情
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

四
、
鉄
道
の
鉱
害
復
旧
に
つ

い
て

筑
豊
線
、
鹿
児
島
本
線
は
、
鉱
害
に

よ
っ
て
地
盤
沈
下
を
し
、
こ
れ
に
立
体

交
差
し
て
い
る
道
路
・
風
排
水
路
の
鉱

害
復
旧
に
支
障
が
あ
る
の
で
、
鉄
道
の

嵩
上
げ
を
、
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
門

司
鉄
道
管
理
局
、
関
係
官
庁
に
働
き
か

け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

五
、
そ
の
他

日
炭
離
職
者
協
議
会
か
ら
要
望
さ
れ

た
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
助
成
金
額
等

畠
本
線
の
鉱
害
復
旧
を
早
急
に
実
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
陳
情
を
し
ま
し
た
。

▼
八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

入
江
、
浦
川
正
副
議
長
外
委
塁
ハ
名

で
、
福
岡
通
産
局
鉱
害
事
業
団
九
州
支

部
、
石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団
九
州
支

部
お
よ
び
福
岡
県
に
対
し
、
鉱
害
復
旧

の
促
進
、
日
太
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
工
業
の

採
掘
調
査
の
間
輿
鉄
道
の
鉱
害
復
旧

問
題
、
日
庚
跡
地
の
処
理
問
題
、
中
高

年
令
離
職
者
の
職
業
訓
練
の
促
進
、
特

定
地
域
開
発
就
労
事
業
の
地
域
指
定
等

に
つ
い
て
陳
情
と
要
請
を
し
ま
し
た
。

▼
八
月
二
十
六
日

入
江
議
長
が
上
京
。
労
働
省
、
通
産

省
に
鉱
害
対
策
、
特
定
地
域
開
発
就
労

事
業
、
炭
鉱
離
職
者
職
業
訓
練
等
に
つ

い
て
陳
情
し
ま
し
た
。

▼
九
月
三
日

職
業
訓
練
の
促
進
に
つ
い
て
、
県
職

業
訓
練
課
長
に
対
し
、
職
業
訓
練
希
望

者
で
十
月
に
入
所
が
出
来
な
い
百
数
十

名
の
人
達
の
為
に
、
夜
間
部
の
創
設
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。
県
と
し
て
は
希
望

者
数
等
明
確
に
把
握
し
た
結
果
で
、
出

来
れ
ば
戸
畑
の
訓
練
所
に
夜
間
部
の
設

置
を
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
り
ま
し

た
。な

お
、
九
月
十
三
日
か
ら
議
長
以
下

九
月
議
会
ま
で
に
執
行
部
で
検
討
し
委
七
名
の
委
員
が
上
京
し
、
関
係
諸
官
庁

貞
会
で
審
議
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
に
陳
情
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
　
受
験
資
格

イ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

去
る
七
月
定
例
議
会
保
険
者
に
も
通
用
し
、
所
得
制
限
を
無
鉱
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
鉱
害
復
旧
事

で
、
川
老
人
医
療
無
料

化
に
関
す
る
意
見
書
、

∽
町
内
商
工
業
者
育
成

（単位千円）
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措
置
に
関
す
る
意
見
書
、
廟
鉱
害
復
旧

事
業
実
施
に
関
す
る
意
見
奮
並
び
に
、

聞
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
の
指
定
に

関
す
る
意
見
書
が
、
各
議
属
よ
り
繰
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
意
見
書
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
　
老
人
医
療
無
料
化
に
関
す

る
意
見
雷
。

六
月
県
議
会
に
、
老
人
医
療
費
の
補

助
金
予
算
が
、
操
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
対
象
者
が
、
国
保
被
保
険
者
で
、

か
つ
、
所
得
制
限
が
有
り
、
し
か
も
市

町
村
が
半
額
も
負
担
す
る
事
に
な
っ
て

く
し
て
、
全
額
県
が
負
担
す
る
よ
う
県

知
事
あ
て
に
、
意
見
番
を
繰
出
し
ま
し

た
。
な
お
、
八
月
十
六
日
、
議
長
外
八

名
の
代
表
が
、
県
知
事
に
直
擦
会
い
強

く
申
し
入
れ
た
結
果
『
所
得
制
限
は
し

な
い
』
と
言
う
確
約
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

㈹
　
町
内
商
工
業
者
育
成
措
置

に
関
す
る
意
見
書
。

日
炭
閉
山
に
よ
っ
て
、
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
る
地
も
と
商
工
業
者
を
育

成
す
る
為
、
町
が
購
入
す
る
公
用
物
品

は
、
町
内
業
者
か
ら
購
入
す
る
と
共
に

町
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
も
と

業
者
、
優
先
で
発
注
す
る
様
、
町
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。

糊
∴
鉱
害
復
旧
事
業
の
実
施
に

し
　
」
慮
す
る
意
見
書
。

業
団
が
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
復
旧

が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
た
め
、
日
庚

閉
山
を
機
会
に
、
町
に
鉱
害
課
を
投
置

し
、
町
内
の
家
屋
、
農
地
、
道
路
、
河

川
等
の
復
旧
事
業
を
、
町
が
実
施
す
る

様
、
町
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

用
　
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

の
地
域
指
定
に
関
す
る
意

見
書
。

今
回
、
国
会
で
制
定
さ
れ
た
特
定
地

域
開
発
就
労
事
業
は
、
四
十
五
歳
以
上

の
中
有
年
令
失
業
者
を
対
象
に
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
地
域
指
定
を
受
け
な
け
れ

ば
、
事
業
の
実
施
が
で
き
な
い
た
め
、

政
府
に
対
し
町
議
会
よ
り
地
域
指
定
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

昭和四十六年福岡県行政書士試験の

お知　ら　せ

ロ
　
国
、
ま
た
は

地
方
公
共
団
体

の
公
務
負
と
し

て
、
行
政
事
務

を
担
当
し
た
期

間
が
、
三
年
以

上
に
な
る
者

ハ
　
行
政
書
士
の

補
助
者
と
し
て

四
年
以
上
に
な

る
者

二
　
旧
中
等
学
校

令
に
よ
る
修
業

年
限
五
年
の
中

学
校
卒
業
者
ま

ホ
　
そ
の
他
「
ハ
」
ま
た
は
「
ニ
」
に

掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有

す
る
と
、
知
事
が
認
め
る
者

二
、
試
験

イ
　
方
法
（
試
験
内
容
）

・
行
政
書
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な
法

令・
一
般
常
識

・
作
文

口
　
日
時
お
よ
び
場
所

・
日
時
　
十
一
月
十
日

十
三
時
～
十
六
時

・
場
所
　
福
岡
市
天
神
二
丁
目
十
二
番

天
神
ビ
ル
十
遠
大
ホ
ー
ル

三
、
受
付
期
間

十
月
一
日
～
十
月
二
十
一
日

四
、
受
験
廠
書
の
用
紙
は
福
岡
県

総
務
部
地
方
課
で
交
付
し
ま
す
。

郵
便
に
よ
っ
て
受
験
願
書
の
用
紙
を

た
ば
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
蹄
求
す
る
場
合
は
あ
て
先
郵
便
番
号
を

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
・
行
政
記
入
し
た
返
信
用
封
簡
を
同
封
下
さ
い

書
士
■
勘
考
と
し
て
三
年
以
上
に
五
、
詳
細
に
つ
い
て
は
県
地
方
課
に

い
ま
す
が
、
対
象
者
を
国
保
以
外
の
披
従
来
れ
害
復
旧
事
業
は
、
日
炭
と
大
正

な
‡

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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二
摘
甥
択
璃
踊
録

が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
救
急

出
動
に
は
規
則
が
あ
る
た
め
住
民
よ
り

の
出
動
要
請
と
の
あ
い
だ
に
意
見
の
喰

違
い
か
あ
り
、
町
に
問
い
合
せ
か
あ
り

ま
し
た
の
で
、
救
急
出
動
の
主
要
点
、

を
消
防
本
部
よ
り
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
後
の
救
急
出
動
要
諦
に
ど
利
用
く

だ
さ
い
。

救
急
車
の
要
諦
は
次
の
場
合
に
限
り

ま
す
。運

ば
な
け
れ
ば
そ
の
人
の
生

命
が
、
危
険
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
で

1
、
災
害
に
よ
る
事
故
（
屋
外
、
公
衆

集
合
所
）

・
火
災
事
故
　
。
風
水
害
等
の
事
故

・
水
難
事
故
　
・
交
通
事
故

・
労
働
災
害
事
故
・
運
動
競
技
事
故

二
般
負
傷
　
・
犯
罪
事
故

・
自
損
行
為

自
殺
の
目
的
で
高
所
よ
り
の
飛
び
降

り
、
河
海
お
よ
び
交
通
機
関
へ
の
飛

び
込
み
、
ガ
ス
類
に
よ
る
中
毒
、
服

毒
等

・
急
病

公
衆
集
合
所
お
よ
び
、
街
頭
等
で
発

生
し
た
急
病
ま
た
は
、
ガ
ス
中
毒
、

食
中
毒
、
異
常
分
娩
、
腸
捻
転
、
気

道
閉
鎖
等
に
よ
る
事
故

2
、
災
害
に
よ
る
事
故
に
準
ず
る
も
の

（
屋
内
）

一
般
負
傷
（
火
傷
切
傷
）
ガ
ス
類
に

よ
る
中
寺
、
食
中
奉
、
異
常
分
娩
、

腸
捻
転
、
気
道
閉
鎖
等
に
よ
る
事
故

適
当
な
搬
送
手
段
が
な
い
場
合

日曜当番医Ｊ
診察時間　9～17時

10月3日　入　江　医　院

（外科）

（⑳－3320頃未）

10日　渡　辺　医　院

（外科）
（⑳－2616頃未）

17日　楠　本　医　院

（内児科）
（⑳－0385大鰐橋）

24日　坂　口　医　院
（婦人科）

（⑳－2943頃宋）

31日　白　土　医　靡
（内児科）

（⑳一0553樋口）

一
日
一
円
で
最
高
5
0
万

円
の
見
舞
金

交
通
戦
争
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
益

々
悲
惨
お
事
故
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
の
為
に
、
一

時
的
な
救
済
処
置
と
し
て
、
誰
で
も
自

由
に
加
入
で
き
る
交
通
災
害
共
済
制
度

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
な
い
方
は
、
今
す

ぐ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
で
き
る
人

水
巻
町
に
住
ん
で
い
る
方
な
ら
年
齢

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
加
入
金
額

▽
出
資
金
…
…
一
口
「
百
円
」
、
同
一
世

帯
に
属
す
る
親
族
の
場
合
は
何
人
加
入

さ
れ
て
も
一
口
と
し
「
百
円
」
で
す
。

▽
掛
金
…
工
人
一
口
「
三
百
六
〇
円

」
、
同
一
世
帯
に
属
す
る
親
族
の
方
か

同
時
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は
二
人
か
ら

「
三
百
円
」
で
す
。

ま
た
、
会
社
、
事
業
所
等
で
五
人
以

上
ま
と
め
て
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
一

人
に
つ
き
「
三
百
円
」
で
す
。

※
加
入
申
込
手
続

役
場
住
民
課
窓
口
、
ま
た
は
婦
人
会

支
部
長
さ
ん
へ
直
接
掛
金
及
び
出
資
金

を
準
え
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

※
契
約
の
期
間

軒
し
込
み
を
さ
れ
た
日
の
翌
日
の
午

前
0
時
か
ら
一
年
間
で
す
。

※
見
舞
金
請
求
手
練

事
故
に
よ
り
災
害
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
役
場
担
当
係
へ
速
か
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
次
の
書
類
と
印
鑑
を
そ
え
て

事
故
発
生
の
日
よ
り
3
0
日
以
内
に
組
合

本
部
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

①
共
済
金
支
払
請
求
書
⑧
契
約
領
収

睾
　
⑪
関
係
官
公
署
の
発
行
す
る
事
故

証
明
書
　
④
医
師
の
診
断
書
　
⑧
死
亡

の
場
合
は
戸
籍
謄
本
及
び
死
亡
診
断
書

（
ま
た
は
換
葉
書
）
　
⑨
組
合
が
必
要

と
認
め
て
指
示
し
た
書
類

※
共
済
見
舞
金
額

肇
雫
そ
の
蔓
支
払
い
ま

⑧
共
済
見
舞
金
は
、
自
動
車
損
害
賠
償

責
任
保
険
、
任
意
保
険
の
挫
除
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

切
替
は
、
お
す
み
で
す

か
〃
‥

共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
す

で
に
満
期
に
な
っ
て
再
契
約
を
し
て
な

い
方
が
五
〇
〇
人
近
く
お
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
度
、
た
し
か
め
て
切
替
を
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
本
町
の
加
入
者
数
は
、
他
市

町
に
比
べ
る
と
非
常
に
低
綱
で
す
。
万

一
に
そ
な
え
是
非
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

第
七
回
少
年
野
球
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
夏
季
に
お
け
る
少
年
の
心
身

練
磨
と
体
力
向
上
、
少
年
の
健
全
育
成

を
目
的
と
し
て
、
去
る
八
月
十
六
日
か

ら
十
九
日
ま
で
の
四
日
間
、
高
松
球
場

に
お
い
て
、
町
教
育
委
員
会
、
町
体
育

協
会
主
催
で
、
小
学
生
の
部
十
一
チ
ー

ム
、
中
学
生
の
部
七
チ
ー
ム
、
参
加
の

も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部
で
は
頃
末
Ａ
チ
ー
ム
が

中
学
生
の
部
で
は
頃
末
が
優
勝
し
ま
し

回
少
年
野
球
大
会
実
施

表Ｉ共済見舞金額
鶉敬 災 鉦 の 程 度 共 済 金 額

1 死 亡 5 0 万円

2 不具、癖疾になったとき 3 0 万甑 内

3 6 用 以上の治療を要するとき 1 0 7椚 ′′

4 ・3ケ月 5 万円 ．′′

5 ， 1ケ月‘　　 ′′ －2 万円 ′′

6 1 週間　　　　 ′′ 5．千Ｐい ′

①
契
約
期
間
中
に
お
い
て
傷
害
の
程
度

が
上
級
に
移
行
し
た
場
合
は
、
5
0
万
円

表Ⅲ交通共済加入状況、契約切替調
Ｓ．46．8．31現在

区　 蜘

昭　 45

8 日3 1 日

椚　 購 1 ～ 8 11 1 － 8 1」 ト ー8 1

狛 服 用

加 入 率
1

7 舶 用

舶 用

当 欄

切 榔 残

敵

析 加数 （人日 比）

％

水 着 町 1、的7 1 、109 74 9 お 1 1舶 786 2 ．9

芦 屋 私 5 、437 5 、2耶 Ｈ 6 興 166 5 、ぷ2 盈）．8

遠 ．賀 町 1、槌 3 1、74 3 21 Ｊ 6 1、743 18．6

岡 垣 町 Ｌ 柵 ．2 、12 4 17 16 6 2、124 1 2．7

輌 市 5 、箔4 6 ，筋4 5 、鎚 2 5 、138 7 15 6Ｊ 75 18．3

計 1（；、0 71 16 、519 6 、595 5、67 2 ＝ 鵜 16 、180 15．5

北 九五 市 148 、27 5 152 、鵠 1 137 、16 5 123 、17 3 11、灘 6 152 、188 14．6

た
。炎

天
下
の
中
で
選
手
遠

は
各
地
区
の
名
誉
を
か
け

日
頃
鍛
え
た
技
を
発
揮
し

逆
転
く
で
延
延
四
時
間

に
わ
た
る
接
戦
や
、
珍
プ

レ
ー
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ｔ
に

富
ん
だ
試
合
が
展
開
さ

れ
、
ス
タ
ン
ド
で
は
各
地

区
か
ら
父
兄
や
応
援
団
が

か
け
つ
け
、
鳴
り
物
入
り

で
選
手
た
ち
の
一
球
一
打

に
熱
狂
的
な
声
援
を
お
く

っ
て
い
ま
し
た

▽前年度優勝チーム（中学生の部）青田ノ三からの優勝旗返還風景

敬
老
の
　
日

各
地
区
で
敬
老
会
を
実
施

敬
老
会
は
昨
年
ま
で
町
民
会
館
に
お
い
て
、
町
主

催
で
七
五
才
以
上
の
老
人
を
対
象
に
お
こ
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
公
民
館
長
会
議
で
本
年
よ
り
七
十
才

以
上
の
老
人
を
対
象
と
し
て
お
こ
な
い
た
い
と
言
う

希
望
も
あ
り
、
町
よ
り
負
担
金
を
出
し
て
各
地
区
で

実
施
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
区
で
は
老
人
の
方
に
一
日
楽
し
く
す
ご
し
て

い
た
だ
こ
う
と
婦
人
会
や
公
民
館
長
を
主
体
と
し
て

い
ろ
・
〉
息
考
を
こ
ら
し
た
敬
老
会
が
行
な
わ
れ
、

長
い
歳
月
社
会
の
変
化
に
た
え
、
そ
の
繁
栄
に
尽
く

さ
れ
て
き
た
、
お
年
寄
り
を
心
か
ら
ね
ぎ
ら
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
地
区
で
は
、
婦
人
会
の
人
達
『

よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
お
御
馳
走
を
食
べ
な
が
ら
そ
の

地
区
の
腕
自
慢
、
の
ど
自
慢
の
方
に
よ
る
踊
り
や
歌

お
孫
さ
ん
の
踊
り
な
ど
、
盛
り
沢
山
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
楽
し
そ
う
に
拍
手
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
、
色
々
な
演
芸
に

楽
し
そ
う
な
お
年
寄
り
）

。
歩
行
者
事
故
と
く
に
こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止

。
　
飲
酒
運
転
の
絶
滅

秋
の
交
通
安
全
運
動
が

九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月

六
日
ま
で
全
国
嘉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
行
楽
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
、
交
通
事
故
も

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。運

転
者
も
歩
行
者
も
交

通
法
規
を
守
り
事
故
防
止

を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

△道路を横瀬するときは．かならず横断歩遭

を渡りましょう

消
防
職
員
募
集

遠
賀
郡
消
防
組
合
で
は
消
防
職
居
の

採
用
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

○
採
用
人
早
：
八
名
　
○
採
用
資
格
…

昭
和
十
一
年
十
二
月
二
日
～
昭
和
二
十

八
年
十
一
万
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
試
験
科
目
…
新
制
高
等
学
校
卒
業
程

度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
国
語
・

数
学
・
理
科
・
社
会
常
識
）
　
○
受
験

手
続
…
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
～
昭

和
四
十
六
年
十
月
八
日
ま
で
　
○
試
験

日
…
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
七
日

○
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀

郡
消
防
本
部
紐
帯
裸
庶
務
係
（
六
九
－

三
〇
〇
こ
に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

丙
種
危
険
物
取
扱
者

試
験
の
実
施

昭
和
四
十
六
年
六
月
一
日
の
消
防
法

油
、
軽
油
、
重
油
、
第
四
石
油
類
、
動

植
物
油
類
の
取
扱
い
が
で
き
ま
す
。

試
験
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

▽
受
け
付
期
日
…
昭
和
四
十
六
年
十
月

十
八
日
よ
り

い
ず
れ
こ
の
試
験
の
た
め
の
準
備
講

習
会
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
郡
消
防
本
部

予
防
探
（
六
九
－
三
〇
〇
Ｄ
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

共
同
募
金
で子

供
の
遊
具

来
る
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
共
同
募
金
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
Ｖ
協
力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

共
同
募
金
で
集
ま
っ
た
お
金
は
町
に

還
元
さ
れ
て
児
童
遊
園
地
の
遊
具
設
置

等
に
使
わ
れ
ま
す
。

公
衆
衛
生
大
会
の
開
催

期
日
　
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
五
日

十
三
時
～
十
六
時

改
正
に
よ
り
、
従
来
の
甲
種
・
乙
種
免
場
所
　
芦
厘
町
々
民
会
館

状
に
加
え
て
丙
種
免
状
が
新
た
に
設
け
講
演
　
公
害
に
つ
い
て

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
丙
穐
免
状
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

講
師
　
福
岡
県
環
境
衛
生
局

企
画
課
長
　
村
上
　
遭
隆
氏

訓
練
生
募
集

福
岡
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
で
は

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
、
専
門
職
種
を
指
導
し
就
職
を
有

利
に
し
ま
す
。

▽
募
集
人
草
二
三
五
名
　
▽
訓
練
期

間
…
一
ヶ
年
　
▽
入
校
資
格
…
身
体
障

盤
署
で
、
義
務
教
育
終
了
（
ま
た
、
同

程
度
の
も
の
）
の
者
。
全
盲
・
ろ
う
あ

者
で
な
く
、
医
療
管
理
お
よ
び
、
介
護

を
必
要
と
せ
ず
、
訓
練
に
支
障
か
な
い

と
認
め
ら
れ
る
者
。

▽
訓
練
科
目
…
洋
服
科
二
〇
名
（
男
女

共
）
、
晦
印
刷
科
二
五
名
（
男
女
共
）

、
印
章
科
一
五
名
（
男
女
共
）
、
理
容

科
二
〇
名
（
男
女
共
）
、
洋
裁
科
二
五

名
（
女
）
、
義
肢
科
一
〇
名
（
男
）
、

事
務
科
二
〇
名
（
男
女
共
）

▽
応
募
手
続
…
北
九
州
市
小
倉
区
萩
崎

町
二
番
十
一
号
（
（
電
）
九
二
－
二
六
〇

〇
・
二
六
〇
二
番
）
福
間
身
体
障
害
者

職
業
訓
練
校

▽
入
校
願
害
の
締
切

第
一
回
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
五
日

（
中
学
枚
・
高
校
等
の
新
卒
豊
著
対
象
）

第
二
回
昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
九
日

（
第
一
回
選
考
に
応
募
し
な
か
っ
た
者

及
び
一
般
）


